


① 使用者本人が感じる効果には必ず個人差がある

※症状によっては医師と相談したり、適切な治療が必要となります。

＜ 効果や効能について ＞

！
すべての人に効く薬がないように、すべての人が効果を実感できる
訳ではありません。使用時の環境、体調など使う人と製品に相性も
あるでしょう。他人の感想だけでは商品の力を判断する事はできま
せんが、参考になると思います。実際は「使ってみなければ分から
ない」ということになるのです。

② 効果・効能の判断は本人次第
使用者本人にしかその結果は分からないのです。
体験者の感想は、その人が感じた事を述べているのであって、
すべての人が同じ結果になる訳ではありません。

多くの方が笑顔で過ごせる毎日「健康生活」
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くつろぎＰＲＥＭＩＵＭの体験談

※この体験談集は医学的に実証されたものではなく、あくまで個人の感想です。
　商品の効果効能を保証するものではありません。

元気に

　平成４年頃から、視界が「ぐるぐる回ったり」「グニャグニャ揺れ動く」ような
めまいを起こすようになり、めまいの症状を抑える薬も飲んでいたのですが、
１年に２・３回は入院していました。
　体調に合わせためまいの対処方法を自分なりに工夫しながらの生活でした。
　平成８年頃には、自律神経が原因であることが分かったのですが、良くなる事
はありませんでした。
　また、平成１７年の冬頃から血圧が高く（１９５）なり、診察してもらった結果、
血圧の薬を飲むことに・・・。
　長くこのような体調だったので、みんなには病弱で知られていました。
　そんな私に平成１８年５月、運命を大きく動かすＫＳＢとの出会いがありました。
　知人のお宅へ行った時に「くつろぎ」を体験させてもらったところ、１時間で
身体のむくみがとれていたのです。
　そして、自宅で「くつろぎ」を使うようになってから１ヶ月もすると、薬は服用し
ていましたが、日常生活の中では気にならないほど良くなり、忙しくて調子を崩し
かけても「くつろぎ」を電位モードにし、正座の状態から手の平で頭の上から首ま
で撫で下ろすマッサージを行えば、それ以上悪くなる事はありませんでした。
　さらに、３年前からは、めまいを抑える薬も飲まなくても良くなりました。
　どんどん元気になっていく私の姿に、親戚から近所の人までとても驚かれ、
私の運命を変えたＫＳＢとの出会いに興味をもってくれています。
　健康診断以外で病院いらず！
　今、私はとても忙しい生活をしているのですが、めまいなし、高血圧なしでとて
も元気です。疲れていても、「くつろぎ」で休めば翌朝５時からでも起きられます。
　ＰＶＣは、私の生きていく道しるべ。  どこに行く時も手放せない、無くてはなら
ない宝物。

静岡県在住

健康診断以外で

 病院には通いません！

作田 てる子さん

< ＫＳＢホームページ ２０１４年９月８日（月）掲載 >
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なぜか・・・

　私が６７歳の時の事、病院でもらったリウマチの薬を２週間飲んでいた
ところ、急に両足の膝が曲がらなくなってしまったのです。
　膝のこともありベッドを購入して過ごしていたのですが、だんだん鬱の
状態になって、それから２年間苦しむ事になりました。
　そんな状態の中で現行の「くつろぎ」を温熱高め設定で使用していった
ところ、３ヶ月で膝の症状が良くなり歩けるようになりました。
（今でも膝は曲がりにくいです。）
　また、多くの人にＫＳＢの事を伝えることが出来るようになりました。

東京都在住

両膝の調子が良くなり、

　歩けるようになりました。

長崎 幾子さん

< ＫＳＢホームページ ２０１４年９月１６日（火）掲載 >

胸が・・・

　今年３月頃、つまずいて胸を強打・・・。無理に連れて行かれた病院で、
肋骨に２本のヒビが入っている事が分かりました。息をするのも辛い状態
で、病院からは痛み止めを処方されたのですが、「いらない」と断って先生
を困らせてしまいました。
　病院が嫌いな私の生活は、持っていた「クロス」を胸にあてながら移動
し、自宅に帰ってから「腹巻き」を着けて、「くつろぎ」で寝るようにしま
した。すると、３日目には痛みがなくなり、７日目だと楽に動けるようにな
りました。
　病院には最初に行っただけ・・・。   たまに思い出すけれど、今も胸には
違和感なし！（ぜんぜん平気）
　ＰＶＣは元気でいる為に絶対必要なもの！

大分県在住

肋骨のヒビが一週間で。

中尾 明美さん

< ＫＳＢホームページ ２０１４年９月１６日（火）掲載 >
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元気に生活

　２０年前より糖尿病を患っていた私がＰＶＣに出会ったのは１８年前
の事です。
　ＫＳＢの事は、私が営んでいたお店のお客様からの話で、なかなか断
る事が難しい中での事でした。　半信半疑でいた私はＫＳＢの研修会に
参加してみたのです。　水の実験などの話しを聞いている内にだんだん
興味をもちはじめ、説明会にも参加させてもらいました。
　それから「上下ケット」を求め、裸に近い格好が良いと下着１枚で寝
ていたところ、その温かさ、足の隅々から身体が癒されているという体
感が出来たのです。
　私は今まで、糖尿病で悪くすると死に至る可能性もある数値だったの
ですが、「上下ケット」「くつろぎ」と出会えたことで、今も元気で生活
をしていられることは、まさにＰＶＣのお陰であるし、「くつろぎ」の
恩恵であると確信しています。
　私にとってＰＶＣは人生に不可欠なものです。

茨城県在住

ＰＶＣは人生に

　不可欠なもの！

高萩 茂利男さん

< ＫＳＢホームページ ２０１４年９月２２日（月）掲載 >

頭痛薬が

　私は５０代の頃から、５・６年肩こりからくる頭痛に悩まされていたのですが、
「くつろぎ」を使うようになってから、いつのまにか肩こりが治まって、つらかっ
た頭痛も出なくなったのです。
　痛み止めの薬が手放せなかったのに、今では飲まずに過ごせています。
　ＫＳＢ愛用歴１３年、「くつろぎ」で体温アップ、風邪も引かずに元気でいられ
ます。

千葉県在住

つらかった頭痛が・・・

荘司 泰子さん

< ＫＳＢホームページ ２０１４年８月１８日（月）掲載 >
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ゆがみが

　私の更年期の症状は５５歳くらいからで、そんな中での約４～５年の介護生活
によって体調を悪くさせてしまいました。
　冷え症で血流が悪かったせいか足裏にお餅のような固まりができたり、介護の
為に身体を支えたりしていたことで腰の骨がズレてしまい、ひどい腰痛を発症し
悪化させてしまったのです。
　そんな中、「ケット」を一年間使用した後に「くつろぎ」も使い始めたのです。
　すると、いつのまにか足裏の固くなっていた部分はなくなり、腰のゆがみも
改善されて辛かった腰の痛みはなくなりました。
（左右の足を紐などで固定した状態で「くつろぎ」に横になり電位とマッサージ）
　いつも身体を良い状態に安定させてくれていると感じております。

鳥取県在住

ＰＶＣは体を良い

 状態にしてくれる！

福田 敏江さん

< ＫＳＢホームページ ２０１４年８月２５日（月）掲載 >

足が痛い・・・

　ＫＳＢを２２年愛用させて頂いております。
　平成２５年、年末の準備と思い、普段は５ｋｇのお米を購入するところ１０ｋｇ×３袋を購入！
１袋づつ車に運んでいた時に足に痛みが襲ったのです。（足を床につけていられないほどの痛み）
　年末なので直ぐに病院に行き診察を受けたのですが、元々膝などが悪いこともあり、
足のレントゲンを撮られて特に悪い部分はないと診断され帰宅・・・
自宅で着替えをして足を見てみたら、なんと足首が内出血をおこして腫れていたのです。
病院はもう年末年始でお休み、どうしようかと考えた時、どうせこの足では満足に動けない、
年末年始は「くつろぎ」でゆっくり休んでみようと思ったのです。
　お医者に行くことなく、「くつろぎ」１０日間で腫れと内出血、痛みが治りました。
（「くつろぎ」に感謝）
　私の実感として、「くつろぎ」電位をＯＮにしての就寝と、ＯＦＦにして就寝では翌日の足の重さ
がまったく違います。
　歳を重ねるごとに身体のエネルギーは放電されているような気がしています、「くつろぎ」は
そんなエネルギーを充電してくれているんだなぁと感じています。

富山県在住

ＰＶＣは元気の充電器

長山 久子さん

< ＫＳＢホームページ ２０１４年８月５日（火）掲載 >
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足の傷痕

　「くつろぎ」と「ケット」で毎日快眠できている私たち夫婦は、ＫＳＢ愛用
歴１５年以上になります。
　主人の左足ふくらはぎには、外と内に縦２本の１５ｃｍ位の骨折手術痕が
ありました。
　それが、いつのまにか・・・傷痕が目立たなくなっていたのです。
　「ケット」によく触れている外側の傷痕の方も、より目立たない状態になっ
ていました。
　私の傷痕は、左足首のから７ｃｍくらい上の位置にありましたが、主人と
同様にいつのまにか傷痕が目立たない状態になっていました。使い続けてい
る内の、いつのまにか・・・でした。

静岡県在住

いつのまにか傷痕が・・・

渥美 京子さん

< ＫＳＢホームページ ２０１４年８月１１日（月）掲載 >

１０年

　私は２０代の頃から頭痛もちで、お薬を飲んだりしていたのです。
　そんな私のＫＳＢとの出会いは、姉が看護していた父が寒くないよう
にと持ってきた「クロス」でした。
　その時に私も貰っていたのですが、自分では使わずに友人へプレゼン
トしていました。
　地元でＫＳＢの会長が講演会をされた時に参加して水の実験を見せて
もらい、温泉に行ってからＫＳＢの良さに気付かされたのです。
　「上下ケット」「くつろぎ」を使い始めたところ、３ヶ月で痛みが出な
くなったのです。
　それから１０年間、頭痛薬を飲むことなく過ごしています。

千葉県在住

１０年間、元気に

 過ごせています！

木村 悦子さん

< ＫＳＢホームページ ２０１４年９月２２日（月）掲載 >
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ありがとう

　私は平成１７年頃にＫＳＢ会長の知人が私の共通の知り合いで、その方から伝えられた
のがきっかけです、そして何も知らないままに、説明会に参加してみたのです。
その会場で渡された「膝掛けケット」に手を差し入れてみた瞬間に直感したんです、何か
が違う！と・・・
　すごく興味をもった私は、色々なことを教えてもらいました。そんな折り身体を患った
義父を自宅で介護するのに非常に役立ちました。
（３年間寝たきりになる前→寝たきり→最期を看取るまでの間）
　病名は前立腺ガンでしたが、施設に入れず、すべてを自宅で行うことができたのです。
義父は、義母に先立たれたことと、身体を患ってしまったことで精神状態が良くなく、
薬の量も増える一方でした。周りがこれからの事に不安を感じ始めた時、
義父自身が一番不安なのではないかと気付き、私たちが義父を安心させてあげることが
大事なのだと思ったのです。
　「家に一緒にいますからね」と話しかけ、食事の改善を行い、「上下ケット」「くつろぎ」
を使って過ごしてもらったのです。
　１週間ほどで、不安で表情も暗くふさぎ込んでいた義父の表情がだんだん明るくなって
きて、接してくれた相手に気づかいの言葉をかけてくれるようになったのです。
（周りの人達が成長した出来事でもありました）
　それから後、義父の症状は残念ながら治るというものではなかったので医師から痛み
止め、睡眠薬、安定剤だけを貰っていたのですが、最期の時までそれらの薬を使わないで
過ごさせてあげる事ができました。
　亡くなった時の義父には、床ズレやキズはひとつもありませんでした。往診に来て頂い
ていた先生からは「ここに来させてもらってありがとう」というお言葉まで頂きました。
　自分がプラス思考なら、周りにもプラスの思考をあたえていける。そして、素晴らしい
「もの」は＋αの力を心にくれる。
　私が関わらせて頂いた方が購入された時には、誠心誠意、使い方が分かるまでお伝え
しようと頑張っております。

■義父に「くつろぎ」を使ってもらう前のエピソード
　「上下のケット」を使っていた時に、「くつろぎ」を義父にと勧められたのです。
　良い物だと聞かされても、なかなか大切な人に使わせる勇気が持てず、取りあえず営ん
でいるお店に設置していたのです。
　１週間くらいそのままにしていたある日の事、「くつろぎ」の電源を切り忘れＯＮにした
まま帰宅してしまった翌日、お店に入ったときに驚いたのです。
　いつもと店内の空気が違う上、取り扱っている家具から出る新品特有の接着剤の臭いが
無くなっていたのです。
　この事があって、「くつろぎ」は義父に良い効果を与えてくれるという確信をもつことが
できたのです。

大分県在住

他とは何かが違う！

熊谷 かず子さん

< ＫＳＢホームページ ２０１４年８月５日（火）掲載 >
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つらいだるさが

　更年期障害の症状から身体がだるい毎日を過ごす中「くつろぎ」を使ったのです。
１０日目で、今までだるかった身体が軽くなり、使い続ける内に生理不順もよくなり
ました。
　長年悩んでいた便秘についても解消され、今では「くつろぎ」の利用と適度なお水
をとることで良い状態を維持させる事ができています。

愛知県在住

大羽 和子さん

以前から悩まされていた

体の調子が良くなりました！

< ＫＳＢホームページ ２０１４年６月３０日（月）掲載 >

とても元気な人

　平成１０年頃、地元で起こった水害で親戚宅の片付けをお手伝いした時に、
体調を崩して病院に行きました。
　血圧が高めでお薬を出されたのですが、その時は１年ぐらいで止めてしまい
ました。
　その後、しばらくして、転げてしまい整骨医院に通院する事に・・・。
　整骨医院だと治りが遅く、薦められて受けた健康診断では高血圧と診断され、
また１年くらい薬を飲んでいました。
　しかし、ＫＳＢの「上下ケット」「くつろぎ」と使用している内に、高血圧は良く
なり、しんどくなくなりました。
　毎朝７時３０分から、近くの学校の「みどりのおばさん」をする為に朝５時頃
に起床。近所の人から、とても元気な人と言われています。

岡山県在住

朝から元気！

末澤 朝子さん

< ＫＳＢホームページ ２０１４年９月８日（月）掲載 >
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寝具商品の体験談

※この体験談集は医学的に実証されたものではなく、あくまで個人の感想です。
　商品の効果効能を保証するものではありません。

４０歳代

　私が４０歳代の時、バスにはねられてしまい、むち打ちと足を怪我してしまいました。
特に、足のケガは一年半歩く事が出来ず、リハビリを受けていました。その後、リウマチも
発症して、毎晩手が痛くて眠る事ができませんでした。
　私が初めてＫＳＢの事を伝えられたのは５０歳の時ですが、その時には縁がありません
でしたが、５３歳の時、再び私の友人から伝えられた時に、ビジネスとして興味をもって
聞いたのです。
　当時、私は保険のお仕事をしており、成績は優秀だったのですが、毎日のようにノルマ、
ノルマで叱責されながら、人と接することに疲れていたのだと思います。
　ＫＳＢをこれから先のお仕事に出来ないかという思いもあって、「上下ケット」を購入し
てみたのです。
　主人に内緒だったのでなかなか使い始めることが出来ずにいたところ、私がＫＳＢの事
をお伝えした人から身体の状態が良くなったよの声を頂き、「何で伝えくれたあなたが使っ
てないの」と言われ、私もすぐに使い始めました。
　それから「上下ケット」で寝るようになって、気がつかないうちに痛みがなくなっていた
のです。
　今でも歩くときに違和感が出ることはありますが、今伝えている人から「良かった」と
云われることがとても嬉しい。喜んでもらえることだから、ＫＳＢから離れることはできま
せん。
　主人はイビキや歯ぎしりがあったのですが、「上下ケット」で寝てからは治まりました。
横にいる身ですから、助かりました・・・。

兵庫県在住

澤田 寿子さん

夫婦２人とも使っております！

< ＫＳＢホームページ ２０１４年９月２２日（月）掲載 >

３３歳の悪夢

　日常生活を元気に過ごしていた３３歳の時にそれは起こりました。「くも膜下出血」の症状
で倒れてしまいました。幸い大事には至りませんでしたが、２種類の薬を一生服用することを
告げられました。
　そんな生活を１年過ごしていたある日、母からこれで毎日寝るようにと「ケット」を渡され
たのです。母の薦めを聞かずにいることも出来ず使い始めたところ、１０ヶ月後には一生服用
する必要があると言われた薬を飲まなくても良くなったのです。
　現在、元気な６０歳！ カゼ薬以外のお世話にはなっていません。

群馬県在住

永井 孝子さん

ＰＶＣがあったからこそ

今の自分がある！

< ＫＳＢホームページ ２０１４年６月３０日（月）掲載 >



- ９ -

女性だから

　透析をしている人は甲状腺関係の手術をする事が多いそうです。私の
妹も透析をしており、平成２０年頃に副甲状腺の手術を行いました。
　手術後、妹の首（正面首の付け根で目立つ位置）に手術痕が残ってい
たのです。
　病室でどうなるか気にしている妹の首に、私が日頃から愛用している
「クロス」を咄嗟に巻いてあげたのです。
　首に巻いてあげたのは術痕を隠すためではなく、回復させる事ができ
ると思ったからでした。
　それから半年、言われなければ気がつかない位に術痕はうすく目立た
ない状態になりました。
　年齢を問わず、女性は人目が気になるものです、傷などがあればなお
のこと・・・。
　今回の事もあり、「クロス」は肌を良い状態に戻す事ができるものだと
信じております。
　私も妹も生涯手放せないものです。

東京都在住

小笠原 きよ枝さん

ＰＶＣは肌を良い状態に・・・

< ＫＳＢホームページ ２０１４年８月２５日（月）掲載 >

グッズ商品の体験談

※この体験談集は医学的に実証されたものではなく、あくまで個人の感想です。
　商品の効果効能を保証するものではありません。
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首に手術痕

　「平成１４年頃、甲状腺に３ｃｍ大の良性の腫瘍が発見され、ほっておく
訳にもいかず摘出手術を行い、首には１８ｃｍ大の傷跡が残ってしまった
のです。
　平成１１年からＫＳＢを愛用してきた私は、毎日朝晩「クロス」を首に
巻いて過ごしてみたのです。半年もすると傷跡は目立たなくなり、赤くな
っていた肌の色も治まりました。
　首の傷が治まった今でも、私は「クロス」を首に巻いています。

東京都在住

小山内　美恩さん

いつも巻いています

< ＫＳＢホームページ ２０１４年８月５日（火）掲載 >

健康のありがたさを実感

　健康な身体が自慢の私が、背中の肋骨９本を折るほどの交通事故に遭い、「生きてい
るのが不思議」とまで言われました。
　この突然の事故の為に元気だった身体に異変が…。背中全体が常に肩こりのような
状態になり「しんどい」が口癖になってしまったのです。
　いろいろな病院に相談してみたのですが「症状の改善は難しい」というものでした。
健康体が当たり前と思い、過ごしてきたが健康のありがたさを実感し少しやさしい気持
ちが生まれました。そんな時にＰＶＣの事を知り、工場見学に参加し、試しに２４時間
毎日身につけてみたのです。
　答えはすぐに出ました、半年程であれほどしんどかった身体は軽くなり口癖になって
いた「しんどい」と云う言葉を言わなくなったねと身近な人から教えられたのです。
　ちゃんと使えば、ちゃんと答えをくれたＰＶＣが大好きです。

大阪府在住

浅貝 久子さん

「しんどい」という

口癖もなくなった！

< ＫＳＢホームページ ２０１４年６月３０日（月）掲載 >
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